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口
( ) 与 式 = 一 56

～

( 2 ) 5 式 =

15
x

1⑮ x
12

燃
( 3 ) 与 式 = 3Ym

( 4 ) 与 式 = 10 a + 5 b 一 6 a - 8 b

= 4a 3bm

( 5 ) 与 式 = 3 ×3 -3 ×⑦ ← 2万×☆×

= 6 一 Ʃ+ 4 Ʃ1 - 14

= 一 8 + 3Immm

( 6 ) Y は x に 反比例 する ⇒ Y = xa
グラフが ( - 2 ,

8 ) を 通 るので

8 =

_ 2

µ
⇒ a = 8 × ( _ 2 ) =

一 16

よって Y一熱



(て ) 2x
+

5 x _2 は 因数分解 できないので
解 の 公式 を 用 いると

x =

一 5 ±√ 52 - 4 × 2*二
2 x 2

=

一 5 ±√4
平

参考
ax

+ bx + c = O ( ato ) の 解 の 公式は (

_ -
± Vbnr - uac云

( 8 )

累積相対度数 : その 階級以下 の 度数 の

合計

(ウ ) が 0
.

8 で , その 上 の累積相対度数が
0

. 65 なので , ( ら ) に 入 る 累積 相対度数は
0 . 65 ～ 0

. 80

( ウ ) = 0 . 65 のとき
0 ( イ ) = O
十

0 二 O0
t① =② :

20

[ア )
= 0 ⇒ ( P )～t ⑩= 0

.

65



( ウ ) = 0 .

80 のとき

( イ ) = 0
.

15
0
の =⑩

:
∴20
Lp)

= 0 . 15+① =Q
+ θ 1⑦= 0

.
80

⇒ ( ア ) = 0
.
15 ×20

= 3

よって
,
( ア ) の 値 は O ～ 3 ⇒ 0

,
1
,

2
,
3
m

回
0

の0

中央値 =

18= 19
mm

② 下位 デ ー タ

の
最

の 0
0 0 ①最大値ー

上位デ ー タ
第 1 四分位数 : 下 位 デ ー タの 中央値 = 15

第 2四分位数 : デ ー タ 全体 の 中央値 = 19
第 3 四分位数 : 上位 デ ー タの 中央値 = 23



。 一

%

七第 3四分位数式第
2四分位数(

第 1 四分位数

③

8 2319

誉
( i ) A組 と B組 の 第 1 四分位数 は異 なる

⇒

( に i ) A組 の 27 m は 第 3 四分位数 と最大値 の 間
⇒ 27m以上 の 人数 は 箱 ひげ 用 から

読 み取 れない

⇒…



( 2 )
分速 50m 分速 90m
ー

家家 駅m
→

boomー

くまどかさんの考 え 方 >
x + y = 1200
～ ～

道 のりの 合計 = 1200

よって ( A ) は 歩 いた 道 のりを xm , 歩 った 道
の
*

～
( B ) = 2Q

時間
よって (B ) には 時間 に関 する 式 となる

:い +

0 f

=
20
m

⇒凸
m～

m

歩 いた 走 った
時間 時間

くかずとさんの 考 え >

50 x + 90 y = 1200; … ー
;

:

速土 速 ←人道のユ
i

道 のり = 速 さ × 時間 なので
w

(C ) は 歩 いた 時間 を x 分
,
走 った時間 を Y ”…

⇒



歩 いた 時間 と 走 った 時間 の 合計 は 20 分

なので
x ± y = 20
m

( D) ⇒…

② 道 のりを 求 めるのでくまどかさんの考 え 方 >

で 計算 する

x ty = 1200 ー ①

{
50

兆
+

90
*

= 20 ー ②

② × 458 より

9 x + 5 y = 9000 ー ③

: . ① × 5

一③ より

5 x + 5 Y = 6000

9x + 5 y =9000
ー 4 x = 一 3000

x = 750
～m

x = 750 を ① に 代入 して

750 + Y = 1200

y = 450
～～

よって 歩 いた 道 のり 750 m 走 た 道 のり 45m…



参かずとさんの 考 え 方) で 解 くと以下 の 通 り

{ xt y = 20 ー の

50 x + 90 y = 1200 一 ②

①× 5 ② :10 よ )

5x t 5 Y = 100

5x + 9 y = 120ー
一 4 Y = 一20

Y = 5 … 走 った 時間
Y = 5 を ① に 代入 して

x + 5 = 20 ⇒ x = 15 … 歩 いた 時間

したがって

歩 いた 道 のり : 50 × 15 = 750mm
走 った 道 のリ : 90 × 5 = 450 m

～

速さ X 時間つ 一道の

( 3 )

の ①Va が 自然数 となるのは a が 平方数
の一

ときである 。 ①
2 となてる

整数箭然
なっているのは, 1

,
4
,
9 の 3 つ

カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 全部 で 10 通りなので
求める 確率 は迫



②
a

世 が 自然数 となるのは a が 12 の 約数 の

ときである
。

⇒ a = 1
,

2
,

3
,

4
,

6
m～

12 の約数

石確率 を 土 にするためには 1 ～ n の 自然数

のうち 半分 が 12 の 約数 , もう半分 が 12の約

数でない」 になれば 良い

⇒ 約数 の 個数 を 2 倍 した 数 を n とする
。

この n のうち 半分 が 12 の 約数
,
もう 半分 が

12 の 約数 でなければ 良 い

σ 約数 が 1 個 のとき n = 1 × 2 = 2

したがって
,
カ ー ドは □

,
回 の 2枚

1 .
2 は 共 に 12 の 約数 なので 不適

約数 が 個 のとき n = × 2 :*→ 4

したがってカ ー ドは
内
,

回

③④ の 4枚
1
,
2

.
3

.

4 は 共 に 12 の 約数 なので 不適

約数 が 個 のとき n = ×26

したがってカ ー ドは 内 ,
回
③④5 D 6日 の 6枚

1 ,
2

,

3
,
4

,

6 の 5 枚 が 12 の 約数 なので

不適



約数が 個 のとき n = ×2=← の

したがって , カ ー ドは
内
,

回

③
,④ ,
⑤

,
回

,

ワロ
,
回 の 8 枚

1 ,
2

,

3
,
4

,

6 の 5 枚 が 12 の 約数 なので

不適

約数 が 個 のとき n = ** 。

したがって , カ ー ドは □ ,

回
③, ④
.

⑤
,

回

ワロ
,
8

回,
⑨

,1 回 の 10枚
1 ,
2

,

3
,
4

,

6 の 5 枚 が 12 の 約数 で 10 枚の
一

半分 なので適 する
m

約数 が 個 のとき n =*2
:

したがって, カ ー ドは 内 ,

回
③, 冊
⑤

,
回

.

ワロ
,
⑧

.
回,

回

, 内回

1 , 2
,

3
,

4
.

6
.

12 の 6 枚が 12 の約数で 12枚
m

の 半分 なので適 する
一

以 上 より
,

n = 10
,
12
m



③
( ) 点 A は Y = # x のグラフ 上 にありx == 2

なので

Y =

#× ( _ 2 )
ユ

= 出 × 4

= 1

よって
点 A の 座標は ( - 2 ,

1 )
m

(2 ) 点 B は Y = 出 x のグラッ 上 にあり x = 4

なので

Y = # × 4
2 # , 16

= 4

求 める直線 の 式 を Y = ax + b とおくと
1 = 一 2 a + b … A の座標 を代。

4 = 4 a + 上 … B の座標 を代入。ー
- 3 =

一 6 a

a = 土
a = を ① に 代入 して±
に 2 × 五 + b

b = 2

: y = 上 x + 2

～～



(別解 )

直線AB の 変化 の

割合 は
Y の増加量

= BDC の増加量
( 4 ,

4 )
ハ

= 上

い3 に欠関数 では
傾 き = 変化 の 割合

なので 求 める 直線 の 傾 きは ±

: Y = 土 x tb とおき A [- 2 , 1 ) を 通 るので

に ± x ( _ 2 ) t b

b = 1 + 1

= 2

: Y =± x + 2
～～



凸

( 0 , 2 )
7

D

.% '

c

2

⑩

C
'

( o, - 4 )

x 7 0 の 範囲 に 点 C をとる 。

点 C を 通 り 直線 AB に 平行 な 直線 を引 く
。

この 直線 の 切片 を CI とする 。

底辺 を AB とすると
,
OABC

'

COABC の
舌
回 さは 等 しいので

OABC =OABC
面積 が 等 しい

したがて
D OAB : LABC

1
= 1 : 3 ー ①

となれば 良 い
。



直線 AB の 切片 を D とすると
,
D の 座標 は

( 0 , 2 ) なので , OD =
2m

Y = Ixt 2 より

したがて OC= となれば ① を満 たす1

⇒ C
の 座標は ( 0 , - 4 )

直線 CCI は 直線AB と 平行
⇒ 傾 きが 等 しい

: . 直線 CC の 式 は

y = Ix～n
4 ー ②

Cが切片
AB と 傾 き

が 等 しい

点 C は ② 上 にありかつ, x軸上 ( = Y = 0 )
なので

0 = 1 x - 4 : .x = 8

したがて , 点 C の座標 は
(
O )
mn

8



②

(4 , 4 )

\
- 2
,

1 )
4

く 「 ノ
Eと-

2

F

( t , O ) 4 - t

三平方 の 定理 を利用 して 求 める
。

点 D の 座標 を ( t .
0 )

,
( - 2

,

0 ) の 点 を E ,

( 4
,

0 ) の 点 を F とする
。

⇒ EO = 2
,
OD = t

,
D F = 4 - t

O AED で 三平方 の 定理 より

AD
'

= 12 + ( 2 tt
)

欲
m

AE
2

= ピ × 4 t + 5



OBD F で 三平方 の 定理 より

BD= ( 4 - t )
t

④mm
m

DF
2

BF
2 16 + 16 .

= ピ - 8 tt 32

(4 , 4 )

( 2
,

1 ) ;
→ Gーー

のように G をとると OAGB で 三平方 の 定理より

AB = 62 t 32

= 36 t 9
= 45



(4 , 4 )

\
( 2
,

1 )
4

く
。

ノ
@t^* F

( t , 0 ) 4 - t

O AD B で 三平方 の 定理 より

ABS = ADE ←DBn
m

45 ピ + 4 tt 5 ここ 8 tt 32

∴ 45 = ピ + 4 t t 5 t t - 8 t + 32

2 ピ - 4 t - 8 = 0

t-

t-
4 兆造 2 両辺 さ 2

で 割
= 1 ± √5 = 1 ±√5



七 7 0 より t = 1 t ☆m

点 D の x座標 は x 7 0 より

したがって
点
D の 座標は ( 1 +√5,

0
)mmm

凹 直方体 P の 体積 は
( 1 ) 6 × 9 x 3 = 162 cm3

0
三角 す Q の 体積は
直方体 P の 体積 の

I なので, 三角 ず Q

の 体積 は

162 × 9 = 18 cm 3

三角 すい Q の 高 さを h cm とすると
、

3 × 9 × I th×
～ 高

⑪
m

OEFH の α 三角す Q の 体積
面積

よて

29 h = 18 ∴ h = 4

したが 。 て 三 角 ず Q の 高 さは 4cmm



② 難問
三角す ② の 高 さのあし

を J とする
。

IJ は 面 AEHD に
mnn

!4
平行 で 面 AEHD と
mnnw

面 EFG H は 垂直 なので
、

L

通 IJI 面EHGHw
⇒ IJI EJ
～～

O IEJ で 三平方 を 用 いる

① より IJ = 4 cm … 三角 す Q の 高 さ

ロー O FDH と O FIJ において
01
ー

の
、 ③工

6 ヘ DH 1 IJ より 同位角が
4

② 水 等 しいので
lx Lx
H J

F

LFDH = LFIJ ー ①
∠ F HD = LF JI - ②

①
.

② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しいので
O FDH CS OFIJ

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

DH : IJ = FD : FI

4 = 3 : 26

したが
。 2 DI : IF = 1 : 2
mmm



DH1 I J より

H J ? JF = 1 : 2

獻 点丁 を 通 り EH に平行

微 な線 を 引 き
,
EF との

交点 を K とする

入
0 FHE と OFJK において

H③
3 HE 11 JK より 同位角 が等心

0

Λ3 λ\ 壞 @ 巾 ので☆

\ X *
@E×*～.

F ∠ FH E = ∠ F ー③JK

9 L FEH = LFKJ ー④

③
.

④ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので

DEHE ∞ OFJK

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
、

FH : FJ = FE :FKm
2

= 3 : 2

したが 。
て
EK : KF = 1 : 2
～

また , FH : FJ = HE : II
≈ -

3 : 2 ～
～

したがって

EK = 9 × B = 30m
,
JK = 3 × ③= 2 cm



△ JE K で 三 平方 の 定理より
H
.

J

V13産
J E =が

=s
) 4た

歯を F

△ I EJ で 三平方 の

定理 より

EI = 1河 )
2

i = 1 3 + 1 6

-

→一
歳

=f29-mc.me

(2)

f
に対して

、

L CAB =承興角

・ 円周角 鄽 .

①

𢰤 百奝畐
したがって

、
L CO B の

中心 角 選𨯯熊h稛騎
13 を 通る 垂線 を
一

作図する
。

ERREVILD と なる



⑤
( い )

(
> )

0

(
7

LAIH = LHIG

LACE

LACE

2組 の 角



( 2 )

LAFG と OCED において

XX 仮定 より
二

AF = CE ー ①
0

FH 1/ EC より 同位角 は

等 しいので
∠ AFG = LCED ー②

線分 AE は CBAC の

いつ
。

× ニ等分線 なので

LE G = LEABー③

BET に 対 する 円周角 は等 しいので

LEAB = ∠ E CD ー ④

③
.

④ より

LFAG = LECD 一 ⑤
①

,
②

, ⑤ より 1 組 の 辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ
等 しいので
OAFG ≡ DCED (証明終 わり )



(3 )
( 2 ) より 対辺 する辺 の

の ! 長 さは 等 しいので
(
_
ノ
～5 AF = CE = 6 cm

LAFG と OAEC

において

FG 1 EC より 同位角
が 等 しいので

ー 6

'

LAFG= LAEC 一 の ①

CAGF = LACE ー②

①
, ② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
OAFGS OAEC

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので
AF : AE = FG :ECz台m

6

よて

2 × AE = 36 ⇒ AE = 18 cm

したがって

FE = AE - AF

= 18 - 6

= 12cmmm



② 難問
方針
2 つの 三 角形 で 高 さが 等 しものをみつける
⇒ 面積比 = 店辺比

OAFG と OAGH において
,

1 各々 の 底辺 を FG
.
GH と

{
E
2 -
5～

0⑤
すると 高 さは 等 しので
OAFG と OAGH の 面積
比 は 底辺 比 と 等 しい

。

したがっで

OAFG : OAGH = FG :GH
≈

面積 面積
= 2 : 5

O GFE と O ECG におい 、

各 R の 底辺 を GF
, EC と

すると FG 1 EC から 高 さ
」
2
、

は 等 しいので
1 ロ

σ と σ の 面積GFE ECG
③ 比 は 底辺 比 と 等 しい

。12

したがて

し
。
,

OGFE : OECG = FG:学m m

面積 面積
= 1 : 3



σ ε σ におてAGF AGE
各々 の 底辺をとAFAE
すると 高 さは 等 しので
n面積AGF と OAGE説 比は 底辺比 と 等 しい

。

したがてパ ～
～

面積 面積
AGF :OAGE =AF
: E

= 1 : 3

L GFE = L AGE - LAGF より
O AGF : LGF E = 1 : 2

比をそろえると 各三角

⑤ 形 の 面積 比 は左
② のとおりである 。

④

⑫



O IHG E OIEC に

おいて GHIEC より

ー
5
一 錯角 が 等 しので

LIHG = LIE C - ①

∠ I GH = LICE - ②

①
.
② より 2組 の 角 が

!
、

. それぞれ等 しいので

OIHG ∞ OIEC

ー 0
ノ 対応 する辺 の 比 は 等 しい

ので
,

IG : IC = HG : EC

= 5 : 6

0 ε cにおGE IEC

谷々 の 底辺をとGI
,
IC

すると 高 さは等 ので

5 .面積CGEI IEC

比 は 底辺比 と 等 しい
。

したがて

⑫: ～ ～
面積 面積

: 0 =GEI IEC GI : IC

= 5 : 6

したがって
O IEC =⑪× @ - ⑪



②
⑤

④

⑩

以上 より

OIEC : LAGH = 2. 5

= 172 : 55
mm


